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ゲノム基盤の運営・管理方法の在り方の検討及び運用手順書の作成 
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A.研究目的 

難病の解析研究における「ゲノム基盤」の運営・管

理方法の在り方を取りまとめ、運用手順書を作成す

る。 

B.研究方法 

４つの課題を挙げ、各々に２-３個の項目を立てて

検討した結果を班会議で提案し、議論を踏まえて取

りまとめた。 

（倫理面への配慮） 

ヒトゲノム解析研究について、所属機関の倫理審査

委員会の承認を得ている。 

C.研究結果 

４つの課題(1)臨床検体の保存・管理、(2)ゲノムシ

ークエンスとデータ解析、(3)ゲノムデータ、臨床情

報の保存・管理、(4)その他の必要な事項について、

各々２− ３個の項目を立てて検討した結果を取り

まとめた。 

D.考察 

(4)その他の項目については、まだ十分な検討がなさ

れていないものがあり、令和３年度の主な検討課題

となる。 

E.結論 

課題１-３については十分な検討と班会議での議論

を経て取りまとめることができた。 
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研究要旨  

課題１：臨床検体の保存・管理の方針と運用方法について以下の３点を検討して取りまとめた。(1-1)バ

イオバンクの構築方針、(1-2)バイオバンクが保なえるべき要件、(1-3)バイオバンクに保存する検体の量

と種類。

課題２：ヒト全ゲノムシークエンス及びデータ解析の方針と運用方法について、以下の２点を検討して

取りまとめた。(2-1)ゲノム基盤のシークエンス解析部門に求められること、(2-2)シークエンス解析に関

する委託と自主運営の比較。

課題３：ゲノムデータ、臨床情報の保存・管理の方針と運用方法について、以下の３点を検討して取り

まとめた。(3-1)ゲノムデータ保管に必要な能力など、(3-2)パブリッククラウドとオンプレミスの比較、

(3-3)臨床情報の保存と管理の方針と運用。

課題４：上記以外で、運営・管理に必要な事項を検討した。
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